




















































































































































































                            
  
 
（論文審査の結果の要旨） 
 本論文は、西国の有力大名である大内氏の領国支配の特質を、寺社への施策、大
内氏の信仰や始祖神話など主に宗教史的な視角から解明しようとするものである。
全体は３部１１章からなり、序章と終章が配されている。序章では、研究史を総括
し、課題を提示する。第１部では家臣団統制策と室町幕府との関係を、第２部では
領国内の寺社が果たした役割を、第３部では妙見信仰が領国支配に有した意義を分
析する。 
中世の守護大名・戦国大名による領国支配に関する研究は、おもに政治的な視角
や社会経済的な側面から考察がなされており、大名による家臣団編成、領内への諸
役の賦課、商業統制など様々な論点を扱った詳細な研究が次々に発表されている。
大内氏の領国支配を考察する本論文では、政治的・社会経済的な分析に加えて、宗
教政策に着目する点が斬新である。そして、大内氏の領国支配において宗教が果た
した役割の実態とその全貌を丁寧に解明することで、先行学説とは異なる大内氏の
領国支配の特質を提示することに成功している。特に、著者はこれまで本格的に検
討されることのなかった大内氏の妙見信仰に着目し、様々な宗教施策のなかでも妙
見信仰こそが領国支配の中核に位置づけられることを詳細に実証した点が大きな成
果といえる。 
以下、章ごとに本論文の主張点とその意義について簡潔に述べることとする。 
第１部第１章では、大内氏の家臣団編成の実態を考察する。大内弘世は同族を上
級家臣として取りたて、妙見を一族の守護神とすることで、妙見のもとでの一体感
こそが家臣団を糾合できた要因のひとつであったとする。信仰を共有することで家
臣団編成を強化したとの論点は新鮮である。 
同第２章では、大内弘世期には名字の地たる大内村が拠点であったが、義弘と弟
満弘との対立が合戦にまで至り、同族の多くが滅びることとなり、家臣団のあり方
が変化し、新たな本拠地として山口が選ばれたと述べる。史料に基づき大内村を本
拠地と比定する論証は説得的で、大内村から山口へ拠点が移動したことを義弘期の
家臣団再編と関連づける点も興味深い。 
同第３章では、在京した大内義弘が将軍義満に持った不信感や、諸大名との家格
差に苦悩した事実を明らかにした上で、大内氏にとっての独自の由緒を創出するた
めに、妙見信仰とともに、朝鮮半島に自らルーツを求めたと述べる。そして、百済
の王族琳聖太子の末裔とする伝説は盛見の代に確立するという。大内氏の始祖伝説
の形成を政治史との関連で論じた点が注目される。 
第２部第１章では、大内氏の本拠地山口における祇園祭や勧進の実態を検討し、
大内氏が寺社の機能を活用することで、都市民を文化的に統制していたことを論じ
る。 
同第２章では、大内義弘が和泉守護として７年間支配した堺を取りあげ、大内氏
の政治・軍事上において都市堺が果たした機能を考察する。前章とともに、都市研
究の視点より宗教を含めた領国支配の具体相を提示していることが重要である。 
同第３章では、地域共同体の中核をなす神社である周防国防府天満宮、長門国阿
武郡鎮守の大井郷八幡宮、長門国正吉八幡宮を取りあげ、各神社と大内氏との具体
的な関係を示した上で、大内氏が神社を介して地域支配を実現していたと結論づけ
る。本章は、著者が発見した地元の史料をも用いて立論されており、注目される。 
同第４章では、海賊としても活動した海辺の武装集団と大内氏との関係を論じ
る。赤間関を支配した大内氏は、海賊・倭寇の禁遏を行うが、そのさい、海上交通
の拠点をおさえた領主層を自らの警固衆に編成して軍事力を強化したという。 
第３部第１章では、大内氏の氏寺興隆寺における祭祀を取りあげ、その意義を考
察する。氏神妙見を祀る興隆寺の上宮は聖域とされ、二月会にさいして上宮周辺で
  
は大内氏当主父子が妙見を祀る秘儀を行い、それは自らの権力を正統化する場であ
り、同時に政治的な願望や領国支配の安定が祈念されたとする。これまで検討され
ることがなかった二月会上宮での儀礼を詳細に復元し、その意義を論じた点は重要
である。 
同第２章では、大内氏の妙見信仰の形成・変遷・特質を体系的に検討する。大内
氏の信仰が鎌倉期にまで遡ること、大内氏が崇めた妙見は道教の真武神に由来する
童子形の垂迹神で、嫡男には妙見に付随する霊亀を意味する「亀童丸」という幼名
を付けることで妙見の守護を求めたこと、１５世紀後半に妙見が大内氏の始祖とさ
れた琳聖太子と結びつき、領国支配のイデオロギーが確立することなどを明らかに
する。大内氏の歴史を宗教イデオロギーの視点からこれほど詳細に論じた研究は他
に類をみない。 
同第３章では、天台宗寺院である興隆寺には天台律僧や真言宗僧も来訪し、彼ら
は妙見に将軍の息災や鎮護国家までを祈願しており、妙見は単に大内氏の氏神に留
まらない意義を有したとする。同時に、興隆寺では種々のまじないも行われ、庶民
の信仰をも取り込んでいたことを指摘する。 
同第４章では、日本における妙見信仰史のなかで、大内氏の信仰の特質を論じ
る。本来、延命を求める妙見信仰が、真武神（鎮宅霊符神）として受け入られ、そ
れが領国支配イデオロギーにまで高められた点が大内氏の特徴で、呪術者を含む多
様な宗教者がかかる信仰の形成に寄与したことを描く。 
以上述べてきたように、大内氏による領国支配を権力論のみならず、多様な宗教
施策を詳細に分析して、その歴史的変遷を体系的に論じることで、これまでにない
豊かな像を描き出した点が本論文の最も重要な成果である。特に、大内氏が地域権
力としての正統性を確保し、将軍家や足利一門にも負けない自己認識を得るため
に、妙見信仰と始祖信仰を整備し、政弘の代に体系化された、始祖が百済から渡来
し、始祖を守護するために下降した妙見が大内氏の守護神になったという伝承の形
成・意義を詳細に論じた点は注目される。また、関連する諸分野における近年の研
究成果を積極的に吸収するとともに、地元での史料調査の成果をも組み込み立論さ
れていることも評価できる。しかし問題がないわけではない。宗教が持つイデオロ
ギー性を強調するため、現実の領国支配の実態とは乖離した理念的な記述となって
いる箇所が見られる。だが、こうした点は、論者の今後の努力によって克服される
であろう。 
以上、審査したところにより、本論文は博士（文学）の学位論文として価値ある
ものと認められる。なお、２０１５年４月１７日、調査委員３名が論文内容とそれ
に関連した事柄について口頭試問を行った結果、合格と認めた。 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公
表に際しては、当分の間、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとする
ことを認める。 
 
